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本ニュースレターは東京共同会計事務所の 2025年 6月 19日付け Vietnam 

Newsletterに寄稿したものです（https://www.tkao.com/news/newsletter-

2025-2/）。 

 
1. はじめに 

 

2013年 1月 1日に施行された現行労働組合法（Law No. 12/2012/QH13、以下「現

行法」といいます。）に代わり、ベトナム国会は、2024年 11月 27日に新労働組合法（Law 

No. 50/2024/QH15、以下「新法」といいます。）を制定しました。新法は 2025年 7月 1

日から施行されるところ（新法第 37条）、現行法からの改正点は多岐にわたります。そこで、

本稿では、紙面の許す限り、新法の改正点の概要を簡単に取り上げます。 

 
2. 改正点の概要 
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(1) 外国人労働者の労働組合への加入 

現行法では、外国人労働者が労働組合に加入することは認められていません（現行法第

5条、ベトナム総労働組合（以下「VGCL」といいます。）の 2020年 2月 3日付 Decision 

No. 174/QD-TLD添付の VGCLの定款第 1条第 2項、同定款の施行に関する VGCL

の 2020年 2月 20日付のGuidelines No. 03/HD-TLD第 3条第 3.2項第 a号、

第 3.4項第 b号）。 

この点、新法では、12か月以上の有期労働契約に基づきベトナムで勤務する外国人が、

基礎労働組合に加入及び活動することが可能となりました（新法第 5条第 2項）。 

但し、外国人労働者労働組合の役員の地位に就くことができない（新法第 4条第 5号）

等、ベトナム人労働者に比して一定の制限が課されています。 
 

(2) 厳禁行為の内容の明確化及び追加 

現行法は、(a)労働組合の権利行使を妨害する、又は困難を生じさせること、(b)労働組合

を設立、労働組合に加入及び労働組合で活動していることを理由に、労働者に対し差別的取

扱い又は不利益を生じさせる行為をすること、(c)労働組合の組織及び活動に対し不利益を

生じさせる経済的措置又はその他の措置を使用すること、(d)法律に違反するために、又は

国家の利益並びに機関、組織、企業及び個人の合法的権利及び利益を侵害するために、労

働組合の権利を濫用すること、を厳禁行為としています（現行法第 9条）。 

この点、新法では、現行法上の厳禁行為のうち、(a)(d)には変更はないものの（新法第

10条第 1項、第 7項）、(b)については、以下の行為が含まれる旨明記し、厳禁行為の内容

を一定程度明確化しました（新法第 10条第 2項）。 

 

- 採用又は労働契約、業務契約の締結、更新のために、ベトナム労働組合への加入、不加

入、又は脱退を要求すること 

- 解雇、懲戒、労働契若しくは業務契約の一方的な解除、労働契約若しくは就業契約を継

続して締結若しくは更新しない、又は労働者を他の業務に異動させること 

- 賃金、賞与、福利厚生、労働時間、その他労働に関する権利及び義務に関する差別的取

扱いをすること 

- 蔑視、性別・民族・宗教・信仰に関する差別的取扱い、又は労働におけるその他差別的

取扱いをすること 

- 労働組合幹部の威信及び名誉を貶めることを目的とした虚偽の情報 

- 労働者又は労働組合幹部が組合活動に参加しないようにする、労働組合幹部を辞任さ

せる、又は労働組合に反対する行為を行わせるために、物質的又は非物質的な利益を

約束又は提供すること 

- 労働組合活動を弱体化させるために、業務に関連する支配、妨害、又は困難を引き起

こすこと 

- その他法律で定める行為 
 

また、(c)については、労働組合組織に対し不利益を生じさせる、経済的措置、精神的脅迫

若しくはその他の手段を使用すること、労働組合の設立、活動の過程に干渉、操作すること、

又は労働組合の機能・任務・権利・責任を弱体化若しくは無効化すること、との内容に変更さ

れました（新法第 10条第 3項）。 

 さらに、厳禁行為として新たに、①法律の規定に従った労働組合の活動及び労働組合の幹

部条件を確保していないこと、②労働組合経費を納付しないこと、労働組合経費を遅滞して

納付すること、③規定する金額どおりに労働組合経費を納付しないこと、納付しなければなら

ない対象に属する人数分十分に労働組合経費を納付しないこと、又は規定どおりに労働組
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合経費を管理、使用しないこと、④法律の規定に反する援助、後援、技術支援を受けること、

⑤労働組合の組織及び活動に関する虚偽、挑発的、歪曲的、又は中傷的な情報、が追加さ

れました（新法第 10条第 4項、第 5項、第 6項、第 8項）。 

 上記で新たに追加された厳禁行為の一部は、現行法上は厳禁行為とはなっていなかったも

のの、罰則議定において行政違反行為として罰金等の対象となっていたものもあります（例

えば、上記③についてはDecree No. 12/2022/ND-CP第 38条参照）。この点、新法

で明確に厳禁行為と規定されることにより、今後は国家機関による監視や取り締まりが一層

強化される可能性があることにはご留意ください。 
 

(3) 労働組合経費の免除、減額、納付の一時停止に関する規定の新設 

労働組合の財源は、労働組合員が納付する労働組合費、企業等が納付する労働組合経

費（労働者のために納付する強制社会保険を基にした 2%の額）及びびその他の収入により

構成され、この点は現行法、新法で変更はありません（現行法第 26条、新法第 29条）。 

新法では、企業等が納付する労働組合経費の免除、減額、納付の一時停止に関する規定

が新設されました（新法第 30条）。 

具体的には、企業等が解散又は破産を実施する場合には労働組合経費の免除が、企業等

が経済的理由又は不可抗力による困難に陥る場合には労働組合経費の減額が、企業等が

困難に陥り、一時的に生産、営業を停止せざるを得なくなり、労働組合経費を納付する能力

がない場合には、12 ヶ月を超えない範囲で労働組合経費の納付の一時停止が、検討される

との旨の規定が追加されました。この詳細については、政府が VGCL と合意の上、規定する

ことになっており、その動向には、引き続き注視が必要と思われます。 

 

3. 終わりに 

 

上記の改正点のほか、新法では、労働組合による、使用者、機関、組織に対する監督活動

に関する規定（新法第 16条）、労働組合が労働組合員及び労働者等に関係する法律文書の

草案等について意見等を表明する権利を有することに関する規定（新法第 17条）等が追加

されている等の改正点があります。今後政府により詳細が規定されていることが予定されて

いる箇所もあるため、皆様がベトナムに進出し事業運営する際には、ベトナムでの最新の実

務状況を十分に把握することが望ましいといえます。 

 

本ニュースレターに関するお問合わせは、下記までご連絡ください。 
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